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合年4月末から9月末までの5ヶ月間，マールブルク大
学(ドイツ)解剖学 ・細胞生物学研究所の分子神経科学教
室(フイ工教慢，Prof. Dr. med. Weihe) 1こ留学しておりま
すので，こちらの見聞をご紹介します.
マ-JレブルクIctヘッセンリ¥1 (州都|弓ヴィースパーデ、ン〉
の小都市で，人口 7万人余りの約3割ガ学生という， ドイ
ツでそう有数の大学町です私の所属する研究所の三階から，
この街のシンボルの工リザベ一卜教会と万伯城 (Schloss)
が見えます(写真1). マールブルク大学は 1527年|こ当時
の領主フィリップ (Philipp)によって，ドイツ最初のプロテ
スタントの大学として設立され，Philipps-Universitat Mar-
burgと呼ばれます現在学生数 18，000人，留学生約 2，000 
人で， ドイツでは中規模の大学です.
これまで|こ様々な分野の世界的lこ著名な人達か、この大学
で教えだり，学んでいます.グリム兄弟のわコブとウィル
ヘルムガ、1802-06年にここで学ん芝ことは良く知られてい
写真2.ラーン川の対岸から見たアルテウニヴ、ェルジテー
ト ここから Schlossまでの石畳の坂道は中世そのものと
いう感じで，安らぎをおぼえるところ.
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写真1.研究所の三階から見える工リザ
ベート教会の尖塔とシュロース (左手後
方，現在は大学の博物館になっている).向
かいの建物はロベルト ・コッホ道りに面する
研究棟とコの字でつながっている実習棟(二
階)で，朝8時前にはもう 骨学の実習が始
まっていた.
ます.学生の頃|こ見定 口シ?革命に翻弄さ
れる一医師の人生を描いだ映画「ドクトルジ、
パゴ」の作者でノ ベル文学賞 (1958)のパ
ステイルナークガ¥若き日lこここで勉学して
いることを，こちら|こ来て知りまし左.最初
のノ ベル医学生理学賞 (1901)の受賞者
フォンベーリング (Emilvon Behring)の研究
所はマールブルク大学の衛生学教室
(Hγgiene-Institut)でしだ.彼IctBehringwerkeを
設立し(1895)，それが現在は医薬品の製造など 14もの土場
を併せ持つ 大企業に発展しています
この大学最古の建物はAlteUniversitatと呼ばれて 14世紀
の初め|こ修道院として建てられ左もので(写真2)，舎で
も使われています大学|こは Japan-Zentrum (日本研究セ
ンタ )といって日本のことを研究する機聞があり，その
125周年記念が6月にこの建物の大講堂でありまし左.セ
ンターのメンクハウス教授 (Prof.Menkhaus) 1こ招待され
参加してみましだ外見は古色蒼然としだ建物で寸が，中
|こ入ってみると実|こ荘重な感じが、します.講堂の3面には
壁画があり，その つフィリップガ仲介してルターとツ
ヴイングリをシュロスでの宗教会議 (1529) 1こ招待する絵
はなかなか迫力があります記念講演の途中と最後lこ口
ビーと中庭で簡単な立食パーテイガ、あり，それを準備でき
る厨房があるの|こは感心しまし左.一度セミナ一!こ参加す
る定め|こ入ってみだ生理学研究所 (写真3)ち表口を入る
写真3. ドイツハウス通りをはさんで，教会の対側にある
生理学研究所 左隣には皮膚科の病院がある.平日は入り
円に学生がたむろしているが，週末はこのように教会見物
の観光パスが止まっている.教会と小児科病院の問(駐車
場)に，パンや花などを売る朝市が開かれる.
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写真4. 旧植物園の中 ここも大学の所属であるが，陽が
射すと日光浴をする人たちが現れ，日本ではちょ っとお目
にできない光景となる.
と階段があり，それか、実lこ立派な造り!こなっています.こ
の建物の右手奥lこべーリングの彫像か、ひっそりとありま
すその隣!こ一面蔦|こからまれ左細菌学研究所ガ、あり，さ
ら!こ隣接して産婦人科病院があって大学の敷地|こなってい
るAlterBotanischer Garten (1日植物園， 写真4)Iこ続いて
います.
解剖学研究所のすぐ隣|こは病理学研究所(現在は Institut
fur Klinische Zγtobiologie und Zγtopathologie des Fach-
bereichs Medizinと表示されている)ガ、ありますそこ|こ入
ると垂れ幕(写真5)ガ、あり，三階が解剖学博物館!こなっ
ています二階のフロア!こは田原淳，Aschoff， Disseの展
示ケースがあり， 7ショッフと田原やディッセと日本の解
剖学との関係などを知ることが出来ます.
そんな折にこちら|こいることを藤田先生lこお知らせし
芝ら，須磨，島田(宗)，島田(達)編著の『田原淳の生
涯』か、送本されてきまし芝.それは 10年前の田原による
田原結節の発見を記念してこの5月!こミクロスコピ?出版
会から出版されだものでしだ.大きな興味で読み終え，藤
田先生|ここちらの?ウミユラ一教授 (Prof.Aumuller)とフ
イ工教慢|こ献本しだい旨を伝えだところ，粋な計らいlこ
よって 2冊送っていだ芝、き 日本とマールブルク大学の研
世界の心臓学を拓いた
写真5.旧病理学研究所 田原淳は
1903'" 06年，ここで心臓刺激伝導系を
発見した.本誌 18巻2号，36頁で紺介
された吉野画伯によるアショッフ ・田
原ら研究者の群像の絵は，この垂れ幕
の左上方の墜に掲げられている.
究者の仲介を出来だことは 島lこ余る光栄でしだ
このよう|こマールブルク大学(医学部)は，工リザベー
卜協会の周囲lこある古い狙立し左いくつかの研究所と病
院から成っています.ラーン川の対岸の丘陵地(ラーンベ
ルグ)Iこは 1980年代lこ建設され定外科，内科などの近代的
な病院，理学部やマックス ・プランク研究所などがありま
すそこlこも大学付属の NeuerBotanischer Garten (新植物
園，整備中)があり，世界中の草花ガ植えられています
奥の深さと余裕が，私の感じだドイツの大学の印象です
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